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1 . はじめに

本稿は、従来の英語IIに代わって平成19年度

から実施している英語IIA、英語IIBの授業改

善に関する試みを紹介する。大学や高専などの

高等教育機関においては、それぞれの授業の成

績評価の「透明性・客観性」がますます注目さ

れている。近年はシラバス公開、証拠資料保存

等が行われ、担当教員による恣意性は見かけ上

抑えられているとされているものの、授業によ

って身につけた「本当の力」が授業の中で客観

的尺度によって測定される機会は専門科目• 一

般科目を通してほとんどないといってよい。

小山高専では平成18年度から低学年1、2年生

においてGTEC (Global Test for English 

Communication)試験を実施している。本稿は

まず平成18年度新入生を対象に実施したGTEC

に基づく伸長測定の結果を報告する。主なポイ

ントは、 Totalスコアにおいて90%近くの学生が

スコアが伸びている点と、特にWritingスコアに

おいて、学生数および伸長スコアの幅の両面で

顕著に現れた点である。

これらのデータを概観したJ::で、 19年度から

数を示していることがわかった点を報告する。

2. GTECテスト

多くの高専や大学にとって、学生の英語力を

客観的・絶対的尺度に基づいて証明するテスト

で有名なのはTOEIC (Test of English for 

International Communication)である。このテ

ストは、文部科学省が定める高校課程の学習指

導要領の指導範囲を超えているビジネスシーン

のテーマなども扱うために、低学年での利用を

推進している高専は少ない。今回、低学年にお

ける外部業者による英語能力測定試験を導入す

るに当たって、他高専で導入されているという

話を聞く次の3つの外部試験を考慮に入れた。

・GTEC (ベネッセコーポレーション）

・TOEIC Bridge (国際ビジネスコミュニケー

ション協会）

・ACE (英語運用能力評価協会）

3つのテストの共通点は、継続的に受験する

ことで受験者の英語力の「伸長」を測定するこ
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GTEC TOEICB. ACE 

問題内容 Reading Reading 語彙・文法

Listening Listening Reading 

Writing Listening 

出題形式 マークシート マークシー マークシー

(Writingは記 卜 卜

述式）

受験時間 100分(Basic) 60分 80分

75分(Core)

受験料 3000円 4200円 1500円

学習指導要 配慮あり 記述なし 配慮あり
領との関係

表1 GTECとTOEICBridgeとACEの違い

今回の導入にあたって注目したのは、 GTEC

にWriting試験があったことであった。英語I1の

授業改善と直接関係するものであった。しかも

この試験が後に述べる空所補充や伝統的な和文

英訳方式等ではなく、自分の意見を自由に書か

せる自由英作文方式のものであった。この種の

試験は一般に客観的な採点に苦労するものであ

るが、 GTECではこの全答案を海外に送り、数

人の資格のあるネイティブスピーカーによって

各項目に従って採点するものである。どこまで

客観性があるかの検討の余地はあるのだが、少

なくとも学内の試験で我々の採点ではとても対

応できない内容を含む試験をだったというのも

あって、多少受験生の金銭的負担はあるが

GTECを採用することに踏み切った。平成17年

度の導入を検討している時点で、長岡高専が

GTEC導入を検討していた以外、関東信越地区

では導入実績がなかった。 「小山高専が初めて

です」という話があったが、現在ではいくつか

の高専で導入するに至っている。

GTECの具体的な問題形式については以下の

表2に示す。 GTECのもう一つの特徴は、高校

生の学習状況に合わせて、 Advance,Basic, 

Coreと3種類のカテゴリーが設定されている。

高校生のレベルが多様なために、それぞれのレ

ベルに合わせた設定があるということである。

特に、文部科学省が指定したSuperEnglish 

Language High School (SELHI)にて95%以

上で指導成果の検証テストとして活用されている。

る。小山高専では、 1年生にはCoreを、そして、

2年生にはBasicを選択した。

●問題内~

テスト内容

READING/マークシート式 43 45 36 45 28 32 

A語い話法問題 14 7 12 6 10 5 
i 

,_  --
14 14 12 14 10 12 
—· 
15 24 12 25 8 15 

LI STEN I N(j/マークシート式 40 I 2s I 40 25 32 18 
10 6 

10 6 8 4 

B会話応笞問題 10 5 10 5 8 4 
I 
8 10 8 8 5 

10 6 10 6 8 5 

罰 ITING/自由紀述式 1 20 1 20 1 20 

．^ 亭疇ヽ 疇ヽ攣'&"1"1'-..JJK,W.竃w,:,a-4,',,.. ""ヽ ・
2。I, 2。I1 20 

合 計 84 I 90 77 90 I 61 I 10 

表2 GTEC出題内容

また、ベネッセコーポレーションでは高校生

のデータをもとに、 TOEICや英検との比較を行

っているが、その表を下の表3に示す。

GTEC 
センター TOEIC 

英検換算値
高校生の

試験 換算値 平均スコア

800 709.7 準 1級

750 657.7 

700 605.7 2級

650 553.7 

591.4 180-200 492.7 

552.2 170-179 451.9 高3平均
515.3 160-169 413.6 準2級 453点

489.9 150-159 387.1 

463.9 140-149 360.1 

444.1 130-139 339.5 
高2平均
399点

428.7 120-129 323.5 

408.2 110-119 302.2 

392.5 100-109 285.9 3級 高1平均

371.9 90-99 244.4 366点

354.4 80-89 246.2 

343.4 70-79 234.8 

326.6 60-69 217.3 

299.9 50-59 183.5 

292.8 0-49 182.2 

表3 GTECと他検定等との比較

(http://gtec.for-students.jp/ about/ about.htm) 
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3. 平成18年度入学生のGTEC結果の推移

平成18年度入学生に対して伸長調査を行って

みた。教務係にお願いし、平成18年度 (1年次）

は6月の前期中間試験期間中に、平成19年度 (2

年次）は12月の後期中間試験中に実施するよう

に試験時間割を調整していただいた。いわば、 1

年半の間の英語 I、英語IIの授業を通した能力

の伸長を見るものとなる。その結果を以下の表

4に示す。

前回からス
伸長スコア

コアが伸び 総数 割合（％） の平均
た学生数

Total 177 197 89.8 45.4 
Writing 185 197 93.9 20.6 
Reading 150 197 76.1 13.8 
Listening 140 197 71.1 11.0 

表4 18年度入学生のGTECスコアの推移

我々が予想していたよりもはるかに上回る「驚

異的」と言ってよいほどの伸びであった。常識

的に考えて、 2年間の学習の成果が出ないわけが

ないのだが、高専入学後のモーテイベーション

の低下が唱えられる中、不安があったのは否め

ない。特に高専2年生はいわゆる「中だるみ学年」

とか「不安学年」とされ、厚生補導面において

も注意を要する学年であり、どれだけの学生が

勉学に取り組んでいるのか心配していた。 Total

スコア、 Writingスコア両方において多数の学生

が1年から2年にかけてスコアを落としていると、

学会のときに個人的にお話してくださった他高

専の先生も実際にいた。

表4で特筆するべきは、 WritingがReadingや

Listeningに比べて伸長スコアの平均が非常に大

きいということである。 BasicはListening、

Readingがともに最高値250点、 Writingが160

点で算出している中で、このスコアの伸びはと

ても大きい。また94%の学生がスコアを伸ばし

ているのは、我々にとっても喜ばしい結果である。

各クラスごとの具体的なスコア推移を下の表 5

に示す。パイロットとして実施した平成18年度2

年生2クラス(2C, 2A)と比較しても、スコアの上

昇が確認できる。

Total Writi,g WグrレitーngドReaci,g Rグeレadーngドはお匹
スコア スコア スコア スコア

2006 2） 年
(81 3920 82.3 2.7 156.3 3.2 153.4 

C 400.0 84.5 2.8 1投9 3.3 156.6 
A 382.9 79.8 26 153.3 3.2 149.8 

2007 12) 年
(20 416.9 101.5 3.5 161.7 3.5 153.8 

M 402.2 99.4 3.4 1母2 3.2 144.6 
E 418.2 97.9 3.4 16.3.4 3.5 156.9 
D 420.0 9&3 3.4 165.4 3.6 156.2 
C 443.5 107.3 3.7 1町.8 3.8 168.4 
A 400.8 104.9 3.6 153.3 3.2 142.7 

2006 71) 年
(20 370.9 80.7 27 147.6 2.9 1427 

M 368.0 78.0 26 146.3 2.8 143.7 
E 364.1 77.6 2.6 146.3 2.9 140.2 
D 377.7 80.0 2.7 151.5 3.3 146.2 
C 381.4 83.7 2.8 lB:l.O 3.0 147.8 
A 363.6 84.4 2.8 143.5 2.8 135.7 

2007 31) 年
(20 368.1 95.1 3.5 134.6 2.3 138.4 

M 355.4 93.0 3.4 134.3 2.4 128.1 
E 351.9 84.4 3.0 131.6 2.2 136.0 
D 344.0 81.3 27 135.8 2.4 127.0 
C 346.3 90.0 3.1 132.0 2.2 124.3 
A 367.1 95.2 3.5 134.0 23 138.0 

表5 GTECスコア一覧

4. 英語I1の授業改善

Listグレeniーngドwpm 

22 71.3 

25 71.8 
20 70.6 

23 73.7 

1.9 71.4 
25 74.9 
25 75.8 
2.9 77.5 
1.7 68.5 

1.9 66.3 

2.0 65.2 
1.8 66.4 
2.1 69.3 
2.1 66.7 
1.7 63.6 

1.8 60.1 

1.5 59.6 
1.8 58.9 
1.5 60.7 
1.5 57.6 
1.7 59.9 

平成17年度に非常勤講師削減の指示を受け、

英語科としては4単位分の削減を余儀なくされた。

5年生の授業のe-learning授業への変更などの他

に、それまで高校の教諭をされていた非常勤講

師によるWritingの授業を削減することにし、専

任教員も担当することにした。その際に、高校

課程Writingの授業経験の豊富な非常勤講師によ

るいわゆるWritingの授業から、 Writingの基本

となる甚礎文法能力向上を目的とした講義と演

習の授業に転換した。

文部科学省学習指導要領に定める「ライティ

ング」の目標は、表現力の向上に焦点を当てて

いて、具体的にはさまざまな場面に応じて、適

切な表現を使えるようにすることを唱えている。

下に学習指導要領「学国語」の「ライティング」

における目標を抜粋する。
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目標：情報や考えなどを，場面や目的に応じて

英語で書く能力を更に伸ばすとともに， この能

力を活用して積極的にコミュニケーションを図

ろうとする態度を育てる。

さらにライティングの授業における「内容の

取り扱い」として定められている項目の一部を

抜粋する。

3 内容の取扱い

(1)聞くこと，話すこと及び読むこととも有機的

に関連付けた活動を行うことにより，書くこと

の指導の効果を高めるよう工夫するものとする。

(2)言語材料の学習だけにとどめず，情報や考え

を伝えるために書くなど，書く目的を重視して

指導するものとする。その際，より豊かな内容

やより適切な形式で書けるように書く過程も

重視するよう配慮するものとする。

［言語の使用場面の例］

（ア）個人的なコミュニケーションの場面：

電話旅行，買い物パーティー，家庭，学校，

レストラン，病院，インタビュー，手紙，電子

メールなど

（イ）グループにおけるコミュニケーションの場面：

レシテーション，スピーチ，プレゼンテーション，

ロール・プレイ，ディスカッション，ディベー

トなど

（ウ）多くの人を対象にしたコミュニケーションの

場面：本，新聞，雑誌広告，ポスター，ラジオ，

テレビ，映画情報通信ネットワークなど

（ウ）情報を伝える：

説明する，報告する，描写する，理由を述べる，

など

（エ）考えや意図を伝える：

申し出る，約束する，主張する，賛成する，

反対する，説得する，承諾する，拒否する，推

論する，仮定する，結論付ける，など

（オ）相手の行動を促す：

質問する，依頼する，招待する，誘う，許可

する，助言する，示唆する，命令する，禁止する，

など

これらの状況、目的に対応するための英語表

現力を養成する教科書は、必然的に基本文法に

関する内容は縮小せざるを得ない。おそらく、

基本文法はある程度習得済みであるという前提

の教科書製作となっているものと思われる。最

終ページ付録に、ある出版社製作の代表的なラ

イティングの教科書のコンテンツおよび進度計

画表の一部を紹介する。

これを見ると、まず高校課程のライティング

の標準授業が3単位ないし4単位であることがわ

かる。つまり、年間授業時間数90,--.,,120時間を

想定したカリキュラムになっている。ちなみに、

小山高専英語IIの総時間数は中間試験を入れて2

単位分傭i修単位60時間）であることを考えると、

全く同じ内容を実施するのは無理である。また、

この教科書を活用している宇都宮の進学校の教

諭に話では、この教科書を使う前の1年次に「基

礎文法の教科暑を終わらせている」という。現

実は多くの高等学校が総合英語を目指す高校課
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はもっともである。そこで、本校の授業では体

系的な文法知識の習得をまず本校英語IIで扱う

べきという目標を立てることにした。

また、非常勤削減の影響で、 1単位分担当の教

員が出た。そこで、 17年度までの英語II (通年2

単位）を半期ずつの英語IIA (前期1単位）、英

語IIB (後期1単位）という授業に変更し、半期

担当も可能なものにした。授業計画は全学科統

ーとし、授業内容は「文法の習得」を大きな目

標として、その上で少しでも学習指導要領の目

標に近づけられるようにすることとした。

教科書はグラコン的な色彩の強いライティン

グの検定教科書を採用したが、随時プリント、

参考書、豆テスト等による演習を行い、教科書

の中の文法事項の補足に努めるようにした。

学生たちの反応は、総合英語の英語Iのように、

読んだり話したり「楽しい」というものではない。

文法苦手で困る学生もいたが、繰り返し演習を

重ねるうちに次第に慣れていっているように思

える。それまでの総合英語の授業で文法事項の

みに大きな時間を裂くことは難しく、文法項目

を体系的に学ぶ機会は少なかった。教科書の特

に前半部分は、文の種類、基本5文型、時制関係

の基本事項にあたる部分だが、自由英作文の中

で必ず使うものであるという意識付けを行い、

学ばせていった。学生による授業評価を見る限り、

「更なる関心」、 「更なる学習意欲」につなが

っているかどうかはっきりわからないが、

GTECの結果を見る限り、単純な文レベルでて

あったとしても、多少は書けるようにはなって

いるものと思われる。

に優位な相関が見られるかという観点で統計を

とってみた。

● GTEC試験に関するアンケー受ト験調し査ま 小山高専の気英持語ちを科答え
GlECでは、 Reaci7g,L,teri,gWriti,gと したが、そのとき てください。解笞はマークシートで笞えてください。

I*受験番号(7桁）は、「2013▲●●」としてください。 ▲ M U 2, D'.3, C:4、A:5●● 出席番号(24,08など） 例3M5番→2013105 I 
床I廿如"頑翡瑾1,n,る注の気持ち様えてぐさい， P咋：胆吐磋楓裡いている捻り気持ち棧えてぐ：さい， P紺遺担叫楕,,ているt;ID気持ち様奴

ど ど ど
ち ち ち
ら ら ら

と と
も も

11 ii 11 
1とかすえかと とかすえかと とかすえ かと

なこなIiI少Lな てなこな少なて てなこな少なて
り 1） も1） し11しりも もりしいしりも

" 
765 4321 麒 765 4321 麒 765 4321 

1 手と—体房のある 相手と—隧ぬ＼ 岱相手1,-佐感のある 軒と鴎のな,, 51相手←体息のある 相手と燐のなし＼

1屏きやす11 開き1こ11 汀憬舒す¥I 蘭きに11 翌倍きやす11 開きに《I I 
3 方蹴な やりとIJ~ある 偽一方猷な やりと1≫]ある 53一方的な や1）と1)CJある I 
壇接紐 諒的な 3直接杓な 雌勤な り直接的な 靡紐 I 

5仔が分かる 衝とが分疵ぶ¥~ 様子が分かる 様子机分からな＼ 5様子が分かる 様子彬伽らな11

6 近な 身近でな11 31身近な 身近唸11 団身近な 舷てな11
7とめになる ためにな汐ょ11 ~t, めになる ためば汝11 57たりになる ためにな洟11
8; そ11 はや11 aおそ11 はやし＼ 団おそし1 はやい

9晨U¥ つま汝11 糾秦~\ つま汝11 団姿~I つま汝11
10 I~ 唸11 競な お知釈唸11 則的な 00111的祐11 覇な

II帥な 祖鯰 ％甜な 祖旧な 61月蒻 碩諒

11ほっざる 不安定な 釦わける 硬定な 笠ll北する 禾安定な

13"凡な 睛~\ g早隣 且酎j¥ 岱平凡な 睛w
14員妹0な11 難のある 団懃のな¥I 懃0ある H難のな11 異勅ある

15工ークな 昔靭 的ユこークtj 龍の 岱ユこ—沈 観の
161ずかu, 蛉払な 41 むずか~\ かんたんな 防むずかw 詠社な

17 かみのある 冷た11 41屡かみのある 冷た11 67扇かみのある 冷た11

18まw 好まいは11 刈好まじI 好まし<Ill¥ 団好ま~\ 阻まレ祖11
19 LI, 切ある 思訪1こ1, 4現みのある 現みに11 69現凸のある 現LI,訊I

勾tら1/t 屡視感吸ある 心だり梵 墨樹郎ある 氾窃jた 墨祖息のある

11嘘な 競Ile 伶空虐な 競は 71空虚な 充戻は

2校部な 痣効な 47校部 非眩紐 72肢的な 梵交的な
店11, 祁11 俎屑11 朋る11 73屑い 朗る¥¥

14111 弱11 伯祖11 扇11 74祖11 弱11

乃消極紐 睛的な 団消齢りな 難砒 75龍勤 蒻紐

表6 GTECアンケート調査

各項目の平均を並べ替えたものを表7に、各項

目とGTECスコアとの相関を調べたものを表8

に示す。
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Listering Reaclng 如 ting
66むずかは1 4.423 

28一方的な 4.399 
16むずかu' 4.367 
3一方的な 4.337 

53一方的な 4.315 
41むずか以＼ 4.228 

13平凡な 4.202 
46空虚な 4.136 
48暗い 4.132 

73暗い 4.100 
63平凡な 4.101 
71空虚な 4.0お
54直接的な 4.000 

38平凡な 4.089 
7ためになる 4.066 
21空虚な 4.036 
23暗い 4.024 

61自由な 4.00) 
50消極的な 3.994 
29直接的な 3.988 

57ためになる 3.9ffi 
70だらけた 3.982 
67暖かみのある 3.958 

39興社な味のある 3.953 
47 的な 3.953 

60知的でない 3.952 
25消極的な 3.9<!0 

30様子が分かる 3.939 
32ためになる 3.935 
36自由な 3.935 

65ユニークな 3.929 
56身近な 3.923 

49強い 3.922 
24強い 3.911 

74強い 3.903 
68好まい 3.899 

43好まいヽ 3.893 
72社交的な 3.891 

4直接的な 3.880 
75消極的な 3.877 
64興味のある 3.862 

44親しみのある 3.858 
69親しみのある 3.85.5 

35知的でない 3.851 
45だらけた 3.851 

10知的でない 3.845 
55様子が分かる 3.821 

27解きやすい 3.811 
42暖かみのある 3.811 

5様子が分かる 3.796 
14興味のある 3.766 
15ユニークな 3.764 

52解きやすい 3.78J 
22社交的な 3.757 

40ユニークな 3.756 
62ほっとお 3.756 

20だらけた 3.754 
58おそい 3.749 

33おそい 3.738 
37ほっとする 3.722 
34楽U,1 3.690 

2解きやすい 3.659 
26 相手と—体感のある 3.645 

59楽U,¥ 3.634 
11自由な 3.625 

31身近な 3.598 
17暖かみのある 3.562 
6身近な 3.560 
12ほっとする 3.521 

51相手と一体感のある 3.500 
18好まu, 3.497 

1 相手と—体感のある 3.467 
19親しみのある 3.455 
9楽いヽ 3.361 
8おそい 3.280 

表7 各項目の平均

この表から見えるWritingを解いているときの

心的傾向のいくつかを箇条書きにする。

・Writingが一番「難しい」と思っている

・Writingが一番 「直接的」と思っている

・Writingが一番「だらけている」

・Writingが一番「自由」だと思っている

口stening Reading Writing 

TOTAL Li畠stening TOTAL R畠eadng TOTAL W蒻ritin閂g 
とのは との悶 との塁
関係 関係 関係

1 相手と—体
感のある

0.24叶 0.24 * 26 0.12 0.11 51 0.22 * 0.12 
2解きやすい 0.05 0.33 * 27 0.22 * 0.27 * 52 0.23 * 0.26 * 
3一方的な 0.03 -0.04 28 0.05 0.04 53 0.08 0.06 
4直接的な 0.11 0.13 29 0.17 * 0.15 54 0.24 * 0.19 * 
5 様子が分
かる

0.15 0.20 * 30 0.14 0.11 55 0.22 * 0.17 * 
6身近な 0.17 , 0.18 * 31 0.22 * 0.17 * 56 0.24 * 0.20 * 
7ためになる 0.11 0.05 32 0.19 * 0.16 * 57 0.25 * 0.19 * 
8おそい 0.04 0.07 33 0.19 * 0.20 * 58 O.o7 0.00 
9楽u., 0.15 0.08 34 0.25 * 0.26 * 59 0.23 * 0.19 * 
10知的でない -0.03 -0.09 35 0.03 0.07 60 0.04 -0.06 
11自由な 0.24 ; 0.26 * 36 0.18 * 0.19 * 61 0.10 0.07 
12ほっとする 0.19 i 0.15 37 0.14 0.18 * 62 0.10 0.11 
13平凡な 0.07 0.03 38 0.03 0.04 63 0.0, -0.01 
14興味のある -0.01 0.00 39 -0.01 -0.0, 64 -0.07 -0.04 
15ユニークな 0.09 0.10 40 0.08 0.03 65 0.18 * 0.18 * 
16むずかUヽ-0.17 -0.20 * 41 -0.01 0.0, 66 0.03 0.01 
17 暖かみの
ある

0.18 i 0.19 * 42 0.19 * 0.19 * 67 0.22 * 0.19 * 
18好まい 0.19 ; 0.24 * 43 0.23 * 0.20 * 68 0.23 * 0.17 * 
19 親じらのあ
る

0.17 I Q20 * 44 0.19 * 0.13 69 0.28 * 0.22 * 
20だらナた -0.17 i -0.23 * 45 -0.20 -0 11 70-0.13 -0.09 
21空虚な -0.10 -0.13 46 -0.04 -0.02 71 -0.08 -0.09 
22社交的な 0.14 0.15 47 0.25 * 0.20 * 72 0.12 0.12 
23暗し1 -0.13 -0.10 48 -0.13 -0.10 73 -0.09 -0.18 
24強い 0.05 0.11 49 0.09 0.17 * 74 0.01 -0.08 
25消極的な -0.10 -0.13 50 -0.05 0.03 75 -0.07 -0.15 

*. teal ;;;; パn-2,危険率）相関有 （危険率：5%) 
相関有項目数 8 10 11 11 11 10 
I, I .:a2項目数 2 8 5 5 10 3 

表8 各項目の相関係数

表8からわかる大きな傾向は、 Writingが他の

パートと比べて相関係数が高くなっている。つ

まり、 Totalで高スコアをとった学生はWriting

においてその心的状態が顕著に現れているとい

うことである。 具体的なWritingに関する傾向を

箇条書きにしてみる。

・Writingで「親しみのある」、 「ためになる」、

「直接的な」などと思っている学生と高スコ

アには高相関がある。

・WritingはReadingほど「社交的」という感

じではない。

・Listeningに見られる 「むずかしさ」、 「だ

らけた」という負の相関はWritingでは見ら

れない。

• 一般にWritingで有意性が認められるものは

他のパートよりも高い値となっている。

Writingで高得点をとった学生は、単文レベル

の基本文法などはしっかり頭に入っていて、コ

ツさえつかめればある程度自分の好きなことを

直接的に書けるというある意味安心感とか楽し
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さというのがあるのかもしれない。基本文法を

理解した上で、積極的に自分の言いたい事を自

由に発信させるのは大きな動機付けになるので

はないかと思う。 WritingとTotalで高スコアを

とった学生の、心的状況を加味しながら普段の

授業の雰因気づくり、教材作成に心がける必要

性を感じている。結局のところ、文法等の基本

的な知識と、発信させたいという気持ちが重な

らないと有効なWritingにはならないということ

であろう。

6. まとめ

本稿では、 GTECの結果を参考にしながら、

授業改善の方向性について報告し、学生たちの

意識調査に基づいた心的特徴について分析した。

学習指導要領に定めるWritingの授業計画通りに

進めるやり方では、体系的な基礎文法学習が不

十分になったり、場面・目的の指導にまで十分

な時間がかけられなかったりしていたが、今回

体系的な文法学習という位置づけをおくことで、

Writingの基礎となる知識を習得させることが、

学生たちの意欲向上につながっている可能性に

ついて示唆した。近年の英語教育業界では、受

験英語の功罪や英語嫌いが増えたなどの反省から、

いわゆるコミュニケーション重視で文法項目の

削除という方向性が進められている。このこと

は検定教科書の内容の変遷をみると明らかである。

しかし、十分に有効なコミュニケーションのた

めには、基本文法の習得は不可欠であり、特に

本校の様な英語の学習について十分な時間的環

境的余裕のない高専では、学習指導要領の趣旨

定期試験のスコアで証明することも可能ではあ

るのだが、結局担当教員の主観的基準に基づく

ものが多い。学生の中には、定期試験の結果よ

りも、 TOEICやGTECの結果が重要であると思

っていて、時々担当教員が行う個人面接等で「世

間に評価された感じがする」と述べる学生もいる。

同じ高得点でも担当教員が授業の中でつける得

点とは重みが違うようだ。スコア返却の際も意

外に真剣にデータを見ていて、 Writing添削の様

子もしっかり見ていて反省しているようだ。わ

れわれ教員にとっても、外部評価と自分の試験

の評価との傾向の違いなどを見る大切な機会に

もなる。なにより教員サイドの一方的な「思い

込み」を止める効果がある。

いづれにせよ本稿のような絶対的な尺度に基

づいたアプローチが小山高専のほかの授業の授

業改善にとってヒントとなることを期待する。

「受理年月日 2008年9月29日」
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付録 ある検定教科書の授業計画

Part Lesson 指導のポイント 文法・表現 授時業数

前見返し I友人への手紙の書き方 1手紙や，封筒の上害きの書式に触れ，実際に英文で書かせる。 1 I 1 

1 I Kazuki Plays Soccer. I 文せのる要。素を理解させ， 自分の学校やクラブについて英語で轡か I 文の要素 2 

2 School Subjects 
数の一致を理解させ，自分の勉強している科目について英語で

数の一致 2 
書かせる。

3 I Kazuki's Daily Schedule 現在形の性質を理解させ， 自分の日課について英語で書かせる。 現在形 2 

4 I From Kazuki's Diary 過去形の性質を理解させ， H記の形態に触れ，自分のH記を英 過去形 2 
語で書かせる。

5 
I Yuka's Plans for the 
Weekend 

未来を表す表現を学ばせ，週末の予定を英語で書かせる。 未来を表す I 
表現

2 

Writing 英語で文章を書くための 英語文・段落・文字といった英語で文章を書くための約束ごと
1 

Project 1 基礎 を確認させ，英語で自己紹介文を書かせる。

6 Volunteer Work 
進行形の働きを理解させ，自分が経験したボランティア活動を

進行形 2 
英語で書かせる。

7 Mark Has Arrived! I現在完了形の働きを理解させ，親友について葵語で書かせる。 現在完了形 I 2 

8 A Welcome Party I 過去完了形の働きを理解させ，最近あった楽しい出来事につい
て英語で書かせる。

過去完了形 I 2 

， Aki Had the Fl I 助動詞の意味を理解させ，病気の人へのアドバイスについての I 
ra u. 表現を学ばせ，英語で書かせる。 助動詞 2 

10 
Yuka Was Worried 態を理解させ，自分が心配していることについて英語で書かせ I

態 2 
about Akira る。

Writing 
句読法(1) ピリオドとコンマの使い方を確認させる。 1 

Project 2 

1 I 11 The Rainy Season 不定詞の用法を理解させ，台風に対するアドバイスを英語で書 I 
かせる。

不定詞 2 

12 At the Beach I 分詞の使い方を理解させ，自分の身の回りのことや，出来事を I 
英語で書かせる。

分詞 2 

13 Mark's Letter I動名詞の使い方を理解させ，手紙の書き方に沿って，お世話に
なった人への手紙を英語で書かせる。

動名詞 2 

14 The Rock Concert I 関係代名詞の使い方を理解させ，思い出に残った楽しいイベン 関係代名詞 2 
トなどを英語で書かせる。 （制限用法） I 

15 Stop Pollution 
関係代名詞の非制限用法を理解させ，環境汚染や公害について 関係代名詞

2 
の対策を英語で書かせる。 （非制限用法） I 

16 The Autumn Festival 関係副詞の用法を理解させ，四季の思い出について英語で書か
せる。

関係副詞 2 

Writing 
句読法(2) 疑問符•感嘆符・コロンなどの句読法について確認させる。 1 

Project 3 

17 Sports 
様々なitの用法を理解させ， 自分の好きなスポーツについて英

itの用法 2 
語で害かせる。



GTECに見る英語I1における授業改善報告 25 

付録 ある検定教科書の授業計画

Part Lesson 指導のポイン ト 文法・表現
授業

時数

Enjoy 
Let's do a skit! 顔の表情やジェスチャーを見て英語のセリフを考えさえる。 1 English! 

Enjoy What is this in 
カタカナ英語と実際の英語の違いを確認させる。 1 English! English? 

24 Impressions on Japan 
強調の表現を学ばせ， 日本人の気質などについて考えさせ，英

強調の表現 3 
語で書かせる。

25 E-mail from Australia 否定の表現を学ばせ， e-mailの書式に触れ， e-mailを英語で書 否定の表現 3 
かせる。

26 Manga and Anime 例証の表現を学ばせ，英文における例証を学ばせ，自分の好き 例証の表現 3 
なマンガについて英語で書かせる。

Enjoy Let's use the Internet 
インターネットで情報を集めさせ，英語でレポートを書かせる。 1 English! effectively. 

27 Food -East and West 英文における対比や分類を学ばせ，日本の食習慣について英語 対比の表現 3 
で書かせる。

A Town Learning 
譲歩表現を学ばせ，現実との矛盾点を指摘させながら，津波の

28 from Tsunami 
解決策を英語で書かせる。

譲歩の表現 3 
Disasters 

29 EtiQuette 
自分の意見を表す表現を学び，携帯電話の使用というテーマで 意見を表す

3 
英語を書かせる。 表現

30 
History of Mobile 

時や順序の表現を学ばせ，時系列の英文を壽かせる。
時・順序の

3 Phones in Japan 表現

Enjoy 
Let ’ s write a resume. 履歴書の内容を学ばせ，書かせる。 1 English! 

31 Recipes 料理のレシピの形態に触れ，レシピを英語で書かせる。 4 
3 
32 Folk tales 物語の藝き方に触れ，昔話の桃太郎を英語で書かせる。 4 

Skills 1 願望 願望についての様々な表現を学ばせる。 願望

゜Skills 2 目的 ・結果 目的 ・結果についての様々な表現を学ばせる。 目的・結果

゜Skills 3 原因・理由 原因・ 理由についての様々な表現を学ばせる。 原因・理由

゜Skills 4 強調 強調についての様々な表現を学ばせる。 強調

゜Skills 5 否定 否定についての様々な表現を学ばせる。 否定

゜Skills 6 譲歩 譲歩についての様々な表現を学ばせる。 譲歩

゜後見返し Formal Letterの書き方
前見返しの手紙の書き方と比較させながら,Formalな手紙の 1 
書き方を学ばせる。

合計 89 
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